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創価大学本部棟 M40教室
【司会】ただいまより通信教育部開設40周年記念シンポジウムを開催いたします。
はじめに、通信教育部長あいさつ、花見先生よろしく
お願いいたします。
【花見】皆さん、今晩は。厳しい暑さの中での毎日の
スクーリング、本当にご苦労様でございます。そして、
本日のシンポジウムには、一日の授業が終わった後の
お疲れのところにもかかわらず、このように多くの皆
さんに参加していただきまして、大変にありがとうご
ざいます。主催者を代表しまして、心から御礼申し上
げる次第です。
　通信教育部学会では、毎年夏のスクーリングに際し
まして、講演会やシンポジウムを開催しております。
本部棟 M401教室
花見通信教育部長
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今回は、「池田思想研究の新しき潮流」をテーマとして、通信教育部開設40周年を
記念するシンポジウムを開催することになりました。今日のシンポジウムでは、開
設40周年記念出版として、つい先ごろ第三文明社から発刊されました、通信教育
部学会編の『池田思想研究の新しき潮流』を素材といたします。
　最初に、この記念出版を企画した経緯について、簡単にお話したいと思います。
同書の「はしがき」のところにも書きましたが、本学の「人間教育の世界的拠点づ
くり」の構想は、文部科学省の「スーパーグローバル大学支援事業」に採択され、
現在、本学ではこの事業を推進するための様々な取組みが進んでいます。通信教育
部についても、今後、海外の通教生のための e スクーリング科目の拡充などの教育
環境の更なる ICT 化や創造的な世界市民を育成する「世界市民科目群」の新設など
を進め、「人間教育の世界的拠点」の一翼を担うことが求められているところです。
　こうした中で、開設40周年の佳節をどのようにお祝いするかについて、通信教
育部学会の先生方と相談をする中で、このような今後の通信教育部の役割を果たし
ていくためにも、「人間教育の最高学府たれ」との建学の精神を示された創立者池
田大作先生の思想と哲学について、改めて各々の専門分野から本格的に研究するこ
との重要性が確認され、その成果としての論文集を発刊することになりました。
　実はご存知の方もいらっしゃると思いますが、通信教育部学会では、2005年に
開設30周年記念事業として『創立者池田大作先生の思想と哲学』を刊行しまして、
幸いにも大きな好評を博し、最終的に、『創立者池田大作先生の思想と哲学』全３
巻として結実いたしました。それ以降も、創立者の思想・哲学の研究はさらに、世
界的な広がりを見せており、こうした創立者の思想・哲学研究の大きな広がりの中
で、今回の論文集では、先程述べたような問題意識の上から、「教育思想の革新」
と「人間学の探究」の 2 つのテーマに焦点を当てて、『池田思想研究の新しき潮流』
として刊行することとなったものです。
　本日のシンポジウムでは、同書の執筆者である、本学教育学部の鈎
まがり
先生、文学
部の杉山先生、通信教育部の有里先生、文学部の高橋先生の 4人の先生方にパネリ
ストとして、登壇していただき、ご自身の論文について分かりやすくお話をしてい
ただいた上で、その後、フロアーの皆さんからの質問にも答えていただく予定です。
創立者池田先生の思想、哲学をもっと知りたい、少しでも深く分かりたいという参
加者の皆さんの思いに、少しでも応えることの出来るシンポジウムとなることを期
待しています。
　最後になりますが、シンポジウムに参加して元気になるということは、私の経験
ではほとんどないのですが、このシンポジウムは元気が出るシンポジウムになると
思います。勉強の疲れを吹き飛ばして、また明日からのスクーリング、そして試験
に向かうエネルギーを充電していただければと願っているところです。
　以上、簡単ではございますが、開会の挨拶とさせていただきます。ありがとうご
ざいました（拍手）。
【司会】ありがとうございました。それでは改めまして、パネリストの先生をご紹
介したいと思います。みなさまから向かって左側からご紹介いたします。まず教
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育学部の鈎
まがり
治雄先生です（拍手）。本書第章「創大通
教と池田大作の人間教育」をご執筆いただきました。ス
クーリングは心理学をご担当いただいております。続き
まして、文学部の杉山由紀男先生です（拍手）。第2章
「「人間教育の理念」と「創造的人間」」をご執筆いただ
きました。スクーリングは人間教育論をご担当いただい
ております。続きまして通信教育部の有里典三先生です
（拍手）。第4章「池田思想に基づく環境教育の新展開」
をご執筆していただきました。スクーリングは、社会学
をご担当いただいております。そして最後に通信教育部
副部長、文学部の高橋強先生です（拍手）。最終章とな
ります第8章「牧口常三郎の「郷土民、国民、世界民」
思想諸論」をご執筆いただきました。池田思想とリンク
した形の比較研究になっております。スクーリングでは中国語をご担当いただいて
おります。以上、パネリスト 4名の先生方です。それでは第章の鈎先生から解説
をお願いいたします。
【 鈎
まがり
 】みなさまこんばんは（拍手）。大勢の方にお集
まりいただきまして大変にありがとうございます。懐か
しいお顔の方も大勢お見受けいたしまして、今、前から
拝見しておりますと、大変ありがたく思っております。
坂本先生からも 人5分以内に必ず話を終えるようにと
いう厳しいお達しをいただいていますので、もし私の話
が 5分を超えましたら皆様の方からお声掛けをしてい
ただいて、速やかに終えるようにしたいと思います。そ
れではお手元に書籍をお持ちでいらっしゃるようでござ
いますので、5頁の「創大通教と池田大作の人間教育」
ということで 5分ばかりお話をさせていただきたいと
思います。本年がちょうど通信教育部開設40周年ということで、このタイトルで
少し私も執筆させていただきました。この本部棟の隣にロワールがございますけれ
ども、食堂ですね、本部棟とロワール食堂との間に、小さな、今では、一番大学で
古くなりました建物がございます、そこがかつての通信教育部棟になりまして、私
も早いもので通信教育部にお世話になりまして、今年で一応30年になります。当
時は大変若かったんですけれども、みなさんと同じようにだんだんと年をとってま
いりまして（笑）、ちょうど創価大学にお世話になりまして 30年ということで、ま
た本年が通信教育部開設40周年ということで、少しまとまった文章を書かせてい
ただきました。私の率直な 30年間の思いも含めまして少しお話をさせていただき
たいと思っております。
　お手元に本をお持ちの方は、6頁、7頁に最初に通信教育の歴史について書か
せていただきました。7頁の 9行目に「校外生制度」という言葉を使わせていただ
坂本教授
鈎教授
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いております。この言葉が、わが国で申しますと通信教育そのものの始まりの制度
だというふうにされています。この制度では 7頁9行目にございますけれども「講
義録」というものが全国に配布されました。今でいう皆さんがお持ちの通信教育の
テキストということになろうかと思います。大学の歴史で申しますと 7頁の中ほ
ど以降に書いてございますけれども、実は早稲田大学が校外生制度をいち早く取り
上げた大学として知られております。この早稲田大学は、初代の総長が高田早苗と
申しますけども、早苗と書きますけども男性です。この初代の学長、文部大臣でも
ございましたが、いち早く校外生制度を取り入れ、今日の早稲田大学の発展がある
と言っても言い過ぎではないというふうに思っております。この高田早苗さんとい
う初代の学長の奥さんが実は前島密さんという日本の郵便制度を立ち上げた方の長
女でございまして、おそらくそういう関係もありまして、郵便制度の発展とともに、
国内で校外生制度というものが普及していったのではないかと思っております。そ
うした陰にさまざまな努力、尽力があって、今の早稲田大学も存在するのではない
かと思っております。本の 8 ページ以降のところで、創価大学と通信教育につい
て書かせていただきました。今、前に佐瀬一男先生がいらっしゃいますけれども、
本当に若い頃からお世話になった先生のお一人です。
　この創価大学の通信教育を語りますときに、ぜひ機会がございましたら、ちょ
うど 976年（昭和5年）に通信教育部が開設になっておりますけれども、みなさ
んのお手元に毎月届く『学光』ですけれども、ちょうど 996年の 2月号に、実は、
池田先生が特別寄稿ということで「私の人生記録　学は光」という一文を今から
20年前に寄せて下さっています。池田先生の思いはこの 20年前の『学光』で寄せ
て下さいましたこの特別寄稿のなかにおそらく集約されるのではないかと思ってお
ります。その本の中でも一部取り上げさせていただきましたが、開学ともいえる慶
事であったと 40年前のことをおっしゃっております。「これは、（通教の開学は）
私の経験と無関係ではない。戦争一色の時代を生き、軍事教練と勤労動員に明け暮
れた青春の日々は勉学どころではなかった。戦後は徴兵された兄たちの外地からの
復員が遅れ、家族が生きるために病弱の体で必死の歳月を余儀なくされた。どんな
に勉強したかったことか、働きながら夜間の学校に通い始めてからも、昼間の学生
生活で思う存分に学業に打ち込めたらと思わずにおれなかった」（「私の人生記録　
学は光」）と。そのあと、「志半ばで学究の道を閉ざされた人の思いを私はよく理解
できるし、そういう人をいつも第一に考えられる自分でありたいと、言い聞かせて
きた」。こういう一文をちょうど 20年前に創立者が寄せて下さっています。この思
いにおそらく創価大学通信教育部の設立の意味が、私は集約されているのではない
かと思っております。少し飛びますけれども、25頁のところで、師弟の関係、24
頁では「信」を「通わせる」教育、皆様が何度もお聞きになってきた言葉でござい
ますけれども、かつての創価大学におられました大熊信行先生という先生のことを
ここでちょっと紹介させていただいております。池田先生がもっとも信頼をよせて
おりました教員の一人でございます。かつての経済学部の教員でしたけれども、そ
の先生がやはり教育にあっては、師弟の関係というものがいかに大事かということ
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を創立者との出会いを通して、さまざま語ってくれているわけでございます。
　25頁の終わりの方にかっこ書きをしまして、「学は光、無学は闇」の点について
も取り上げさせていただいております。これは、前理事長の岡安理事長がこの創価
大学の設立に深く携わってきておられますけども、みなさんのお手元に届いており
ます『学光』、「学は光」ということについて、この通信教育部ができるときのエピ
ソードを語ってくれている箇所がございます。この通信教育部ができたときに、先
生は大変に喜んでくださったと前理事長の言葉にございます。その時に通信教育部
の機関誌を作ることが検討されました。そこで名前を何にしようかということで、
教員の有志の方に集まってもらい、そこで話し合ったわけです。しかし、いろんな
案が出ましたが、意見が分かれてまとまりません。最後にある教員が「2世紀」が
いいんじゃないかと言うと、それでまとまりかけたのです。これで反論が出ないか
なと思っていましたら、別の教員が、それ、果物の梨みたいだと言ったので、そこ
で「2世紀」というタイトルはだめになりました（笑）。そんなことを創立者にお
話しをしますと、創立者は即座に「『学光』でいきなさい」とおっしゃった。その
とき、この前理事長の岡安さんが、驚かれまして、「創価大学も『学校』ですが」
と言い返されたというエピソードが残っております（笑）。そう言うと創立者は、
「そうじゃないんだ。『学光』というのは、無学は闇、学は光という意味だ」。そん
なことを創立者がおっしゃって、『学光』というタイトルに決まったと、そんなエ
ピソードがございました。そういったことを少し 25頁以降で紹介をさせていただ
いております。私が一番この論稿の中で強調させていただいているのが 26頁以降
の「人間教育のモデルとしての創大通教」ということで、通教生の皆さんが、学び
と向き合う純粋な姿勢を携えていらっしゃる。それから 29頁2行目には、「魂と魂
の触発の場」が創大通教である、そして 3点目に 30頁に「人間の証としての成長
欲求」を携えてほしいと。そして 32頁に創大通教は、教師と学生の双方向による
「学びの場」であると。この 4 つの点から創大通教の人間教育の意義について書か
せていただきました。この 30年間本当に大勢の通教生の方との出会いがありまし
て、いろんなことを学ばせていただきました。たくさんの例がございますけれども、
私が思い出に残っていることの１つに、ちょうど 2004年に、きょうは、来られて
おりませんけども島根県に当時50歳のひとりの漁師さんがおりまして、通教では、
大変有名な方でございますけれども、あるとき、この通教生の漁師さんが、スクー
リングで若い女性の通教生の方と知り合いまして、結婚をいたしました。なんと
20数歳の年の差、ご本人は大変喜びました。当時の学長に報告にまでいったという
エピソードまでございます。桂三枝の「新婚さんいらっしゃい」でも大きく取り上
げられました（笑）。テレビでは、「創価大学通信教育部の出身です」というふうに
大きな声で自己紹介されていました。私もその当時、夏季大学講座でそのビデオを
池田記念講堂で紹介したことを覚えておりますけれども、ともかく、本人が嬉しさ
のあまり当時の学長のところに結婚の報告にまいりまして、すると学長が、「何歳
年が離れているんですか」と聞きますと、「23歳です」と本人が答えまして、それ
が当時の学長にはよっぽどこたえたんでしょうか、「君、それは犯罪ですよ」と思
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わず冗談まじりに学長が言ったというエピソードをいまでも私、覚えてますけれど
も（笑）、よっぽど学長も悔しかったんだろうと思いますけれども（笑）。その人が
結婚されて、いま 6歳か 2歳になるんですけれども、小学生のお子さんがいらっ
しゃって、さまざま通教に尽力をしてくださっております。
　ともあれ、さまざまな方との出会いがありまして、私も先ほど申しました、創大
通教は教師と学生の双方向による学びの場であることを、32頁で書かせていただき
ましたが、そのことを本当に実感する一人でございます。教師がみなさんに何かを
伝えるということも大事であるかもしれませんが、教師もまた、本当にたくさんの
通教生の方から、多くのことを学ばせていただき、また教えていただきました。そ
れがいま私にとって本当に大きな財産になっております。この双方向による「学び
の場」、ここに、創価大学の通信教育の大きな大きな存在意義があるのではないか
というふうに思っております。時間がまいりましたので、残りの部分はまた読んで
いただくということにいたしまして、とりあえず私の方からの話を終えさせていた
だきたいと思います。どうもありがとうございました（拍手）。
【司会】 鈎
まがり
先生ありがとうございました。続きまして、第2章の杉山先生お願いい
たします。
【杉山】みなさんこんばんは（拍手）。ご紹介いただ
きました、文学部の杉山と申します。専門は社会学で、
有里先生と同じです。私は人間教育論を  コマ担当さ
せていただいておりますが、その人間教育論で毎回お
話させていただいている内容を、今回ペーパーとして
まとめさせていただいた、そういう中身になっていま
す。この中でも人間教育論を受けていただいている方
がいらっしゃると思います。その方々は、そういえば
聞いたなと思われる内容です。ちょっと理屈っぽい話
になるかもしれません。お疲れのところを恐縮です。
　まず「はじめに」で書かせていただいていますが、
創価大学は「人間教育の最高学府たれ」という建学の精神を第一に掲げています。
考えてみれば、教育というのは人間が人間に対して行うのが教育ですが、それをわ
ざわざ人間教育と言うのは二重形容ですね。あえてそう言うとき、それはどういう
理念、どういう考え方なんだろうかというのが基本的な問題意識です。一方で、創
立者は本学の第3回入学式の時に、「創造的人間たれ」ということを創価大学の永
遠のモットーにとおっしゃいました。この「創造的人間」とはどういう人間なんだ
ろうか、それを育成するにはどうしたらいいんだろうか、それを探っていく中で、
人間教育についての考え方、特に創立者の人間教育観が見えてくるのではないか。
このような問題関心から「人間教育」と「創造的人間」の関係をどう捉えていけば
いいのか、これを創立者の講演に即して考察してみました。本日は、時間の関係で
大変概括的なお話になりますことをお許しいただきたいと思います。
杉山教授
創価大学通信教育部開設40周年記念シンポジウム
― 4 ―
　まず教育という言葉を国語辞典、社会学辞典、教育学辞典などで引いてみますと
あることに気がつきます。 つは、教育は教育を受けるその人間個人のためだとい
うことが書かれています。もう  つは、教育は個人のためより、その個人が所属す
る集団、社会のために行なわれるとも書いてあります。教育にはこの 2 つの側面が
あるということですね。考えてみると、たとえば国は教育予算を出します。それは、
教育を受けた人間がお金や才能の発揮など、何らかの形で社会や国のためになって
くれる、貢献してくれる、何かを返してくれる、そう期待してのことだと思います。
教育を受けた個人が教育の成果を独り占めして社会や国のために何の貢献もしなか
ったとしたら、国はお金を出すはずがありません。ここに、教育は教育を受ける個
人が所属する集団のためであるという基本的な側面があります。実は歴史を昔にさ
かのぼればさかのぼるほど個人のための教育というのはなかったといっていいと思
います。教育は教育を受けるその人間個人のためだというのは、今日ではほとんど
説明の要らない事実のように思われていますが、かつてはまったく違っていたので
す。基本的には人々は家業を継ぐなどの形で、自分が所属する親族集団や地域集団
の維持・存続のために生きることを期待され、それに向けて教育される、それが現
実だったと思います。
　ところが、ヨーロッパの話になりますが、ルネッサンス、宗教改革、あるいは資
本主義の発展という歩みの中で、段々人間個人のために教育は行われるべきだとい
う考え方が登場してきます。集団のためより人間個人のためという理念と実践、こ
れが私は人間教育の第一段階と考えます。ルソー、ロック、ペスタロッチ、フレ
ーベルなどの考え方がそうです。さらに時代が下って、教育における子ども中心主
義を唱え、教育は児童の幸福のためと主張したデューイや牧口常三郎もそうですね。
ところがこういう理念はその牧口先生の学校とか、あるいはフレーベルの学校とか、
ペスタロッチの学校で細々と行われたにすぎなかったといっていいと思います。時
代全体は近代国家の発展とともに経済競争から軍事的競争に、そして戦争に向かっ
ていった。そして集団のために、具体的には国家のために働く人間を育てる、そう
いう教育に突進していきました。日本もそうでした。ここからは日本の話になりま
すが、日本は戦争に負けました。その結果戦後になって、人々は自分たちを戦争に
巻き込んだ国や社会のために働くのは嫌だ、戦前の国家体制への反動として、もう
一方の対極といっていい利己主義、こういうものに人々の指向性が大きく振れたと
いっていいと思います。たとえば私たちは受験競争の中を生きてきました。私は高
校時代何のために勉強しますかと教師に聞きました。すると「君自身のためだ」と
いわれました。私は自分自身のためだったらそんなに勉強しなくていいかなと傲慢
にも思いました。他人は協力すべき相手であるよりも競争すべき相手にどうしても
なってしまう、そういう社会だったと思います。しかし、私は創価大学に来て初め
て、勉強は自分自身のためでもあるけれども、自分自身のためだけではないと、自
分が接する人すべての人の人生を豊かにするそのお手伝いが少しでもできるような
人間になる、そのために学ぶのだいうことを教わりました。ですから、人間教育の
第一段階の思想家たちが強調した「個人のため」、その場合の個人がどんな集団や
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社会にも基盤を持たないそのような抽象的な存在であるならばまったく宙に浮いて
しまって、その行きつく先は自己中心主義、利己主義にならざるを得ない、これが
戦後の日本の現実だったように思います。
　ところが今、この利己主義が蔓延している一方で、グローバル化といわれる大き
な大きな動きが見られます。人やモノやお金や情報が国の枠を越えてグローバルに
動くようになっています。その中でわたしたちは、これまでのように狭い家族とか、
狭い地域とか、あるいは民族とか国家、それだけを基盤として、あるいはそのため
に生きるということが次第に難しくなってきています。私たちは現実には身近な家
族とか地域とか国家とかその中に所属していますが、いまやそれだけにとどまらず、
その延長線上に、いわばこの地球社会というか、人類社会というものを私たちは次
第に見出しつつあります。私は、これこそが新しい人間教育の条件だと、それが次
第に整いつつあるというふうに考えます。ちなみに、わが創価大学が建学の精神と
して掲げている人間教育、あるいは新しき大文化、これは人間復興の文化といって
いいと思います。あるいは人類の平和、これらはすべてこの人類社会を基盤とした
人類的な価値の実現と創造を目指しているものです。集団的社会的基盤をどこにも
持たない抽象的な個人ではなくて、人類社会の一員として、人類社会に基盤を持つ
個人、そのような個人のための教育、これが人間教育の第2段階というふう考えま
す。この人類社会に基盤を持つ個人と言うのはどういう個人でしょうか。それこそ
抽象的ですね。
　そこで、少し話を変えますが、私たちは身近な家族とか地域の一員としてあるん
ですけれども、なおかつ人類の一員として生きるということだと思うんです。それ
はどうやって可能なのか。私は自分のゼミの卒業生の結婚式に呼ばれた際、こんな
スピーチをしています。新郎新婦は大体「いちゃいちゃ」していますが、24時間
「いちゃいちゃする」（笑）、そのような人生ではなく、人生の 8割から 9割は身近
な人を通して、人や社会に貢献する、さらにいうと世界の平和と人類の幸福に貢献
する、そのような人生でありたい、自分もそう心がけている、しかしまた、世界の
平和と人類の幸福ためだけなら何も結婚する必要はない、結婚したからには「いち
ゃいちゃ」したい（笑）、すなわち、世界平和―いちゃいちゃ、人類の幸福―いち
ゃいちゃ（笑）、このリズムの中に真実の充実の人生、すなわち末永いご多幸とい
うものがあると思うと、まあこんな話をしています。
　つまり、身近な家族や地域や国家が自分の中でそれ自体として閉じられてあるの
ではなく、それらの延長線上に世界の平和や人類の幸福が指向されることで、世界
や人類に向かって開かれている、そういう人間として生きる、そのような個人を育
成する、これが人間教育の第2段階と考えます。それが可能な条件が整いつつある
と思うのです。創価大学が建学の精神として掲げている「創造的人間」の育成とい
うのは、そのような人間のことなのだと思っています。そして、ではその創造的人
間とはどんな人間なのだろうかということ、詳しくは本をごらんいただきたいと思
いますが、一言で創造的人間といいましても、たとえば巨大なハンバーグのように、
一口では食べらませんからナイフとフォークで 3 つくらいに切り刻んで（笑）、つ
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まり 3 つほどの要素に分けてみると理解しやすいと思います。そこで、創立者の講
演をもとに整理してみますと、創造的人間の要素の第１は、「自由と自立」だと考
えます。まず、自由について創立者は、「権利としての自由」は人権として人類の
宝であるが、それにとどまらず「能力としての自由」ということをわかりやすく主
張しています。たとえば、一生懸命、語学を勉強して英語が自由自在に話せるよう
になる、一生懸命サッカーの練習をしてボールを自由自在に操れるようになる、こ
れが自由だと。つまり努力して獲得していく自由、そのような努力をしていく人間、
これが創造的人間の要素であると考えます。なお、「自立」については時間の都合
で割愛させていただきます。
　2番目に「自己の拡大」という要素です。この自立した自由な人間が、その自分
自身を拡大していくという、こういう人間が 2番目の要素としてあります。自己の
拡大これは明らかに仏教の「一念三千」という理念、すなわち自分自身が世界大、
宇宙大に広がるという理念が根底にあるように思います。これはどういうことでし
ょうか。本当にそんなことがあるのかと思いますけれども、あるエピソードを紹介
します。創立者のもとで開催されたある研修会に参加させていただく機会がありま
した。その時、創立者はこうおっしゃいました。「今日みんながこの会場にやって
くる途中、道の両側にきれいな花が咲いていたでしょう。この花は、地元の婦人の
方々が、真心をこめて、植えてくださったんです。いま私は、その方々、そのご家
族の健康と幸福、ご長寿をご祈念させていただきました」と。びっくりしました。
一緒にいた友達に、「花が咲いているの気がついたか」と聞いてみたら、彼は「気
がつかなかった」と言っているんですね。私はその時たまたま気がついてきれいだ
なと思いました。でも普通の人間はそこまでだと思います。創立者はその花をご覧
になって、その花をきれいだと思うだけでなく、その背後に、花を植えてくれた人、
その家族のことを思える、しかもその人たちの健康と幸福と長寿を祈れる、それか
ら数時間あとでもう一回思い出して祈るということをやる、自己の拡大というのは
具体的にはそういうことだろうというふうに思います。そして、3点目に歓喜とい
うことがありますが、これは時間の関係で省略します。それでは、そういう創造的
人間はどうやったらできるのかということを 69頁以降に、次のように書かせてい
ただきました。 つは信念ですね。他の人々ともに生きる人間には無限の可能性が
あると信ずる。そして、2番目に「方法としての体験」、そして 3番目に「方法とし
ての対話」、4番目にいわゆる学問や読書です、そして最後、5番目に、「方法とし
ての行動―他者への励まし：人間教育の第三段階―」と書きましたが、個人の成長
とか、「人間革命」に近いような理念というのは、たとえばいろんな人が言ってい
ます。しかし、創価教育最大の特徴は、この他者への励ましにある、他人を励ます
ことが、自分自身の成長拡大につながっていき、より創造的な人間になるという、
これはまさに池田先生の、創価教育の、他の教育理念と実践にはない、方法的に励
ましを送る、そこに、創価教育の最大の特徴があるということを、実は、結論とい
う形で、書かせていただきました。ありがとうございます（拍手）。
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【司会】杉山先生、ありがとうございました。続きまして、第4章の有里先生よろ
しくお願いいたします。
【有里】みなさんこんばんは（拍手）。今日の登壇者
のなかでは私が一番若いんじゃないかと思います。私
は 6 ですから、みなさん。学生にいろいろ聞いても大
体50代半ばに見られるんですけれども、完全に還暦を
過ぎまして、かなり弱っています、弱ってますね（笑）。
私のところは、お二人の先生のような、人生の円熟を
感じるような、そういう話ではありません。ちょっと
かたい、笑いはもうほとんどないと思いますので、覚
悟してお聞きいただきたいと思います（笑）。該当部分
は 9頁～ 53頁までになります。
　先生の 2002年の「国連環境開発サミット」に寄せられた提言の中に「環境教育
の 3段階アプローチ」、そういうものがあります。2002年はみなさんご存知のよう
に、南アフリカのヨハネスブルクで第2回の環境サミットが行われました。最初は
992年、次が 2002年、そして 202年と、3回、地球環境サミットに寄せられてお
ります。そのたびに先生は、非常に重要な環境提言をされている。ちょっとこれを
おさえておいていただきたいと思います。この環境教育の三段階アプローチという
のをもとにして、この地球環境問題の真の解決のために私たちにいま何が求められ
ているかと、仏法としてはどういう貢献ができるかと考察をしていきました。本書
では 30頁ですね。
　第2回の地球環境サミットで先生が提案された内容にちょっと触れております。
それは革命への挑戦、地球革命への挑戦、持続可能な未来のための教育という、こ
ういう論文を載せられております。地球革命への挑戦というのは、みなさんご存知
ですかね。ヴァイツゼッカーというドイツの環境問題の権威の、この方と先生の
204年くらいの対談集と同じ内容です。これをちょっとおさえておいていただき
たいのですけれども、2002年の提言の中で、持続可能な開発のための教育の 0年、
ESD というもの提案されたんですね。これは国連総会で、正式に採択されまして、
2005年から 204年までの 0年間、これはさきほど言いました持続可能な開発のた
めの教育啓蒙、環境教育に対する教育啓蒙の 0年だということで位置づけられて、
いろんなところで世界的に教育啓蒙の活動が行われていますね。かなりの実績があ
がりました。先生はその提言の中で、地球環境問題の真の解決のためには、法整備、
法制度の改革、上からの改革と、それを支えるそれを後押しする民衆の連帯を築い
ていく下からの改革の必要性を主張された。その原動力になるのが、１つ目の環境
教育ということで、環境教育を、この 0年間ですね、2005年から 0年間は環境教
育が進められ、環境問題の現状を知り学ぶ、といわゆるこれは現状認識、学問の世
界の仕事です。それから 2 つ目は、持続可能な未来をめざして、生き方を見直すこ
と、新しい価値観を再構築しようと、正しい価値観が必要だと。3 つ目は、問題解
決のために共に立ち上がって、具体的な行動に踏み出すための、エンパワー、これ
有里教授
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は内発的な、自分たちの内側に潜在的に持っている力を引きだして改革させる、と
この 3点を示されました。これを、2002年に環境教育という 3 つの観点から、総合
的に進めていきましょうという提案をされた。それを、2005年から 204年までの
第期の環境教育を進める上においての意識を変えていくという、そういう、0年
間かなり実績が上がったんですけれども、まだ新しい価値観を浸透させるのが、具
体的な行動に踏み出すということと、いわゆる受け身の形で、他人事のように考え
ている人を、自分が主体者になって、環境を守る、と意識を変えていく、とこうい
うことがポイントになるんですけれども、まだ最初の 0年間でできなかったとい
うことです。先生は 205年からの新しい ESD の 0年というのを発展的に継承す
るために、今度は新しい価値軸を育てて、自動的な環境保全に対して受け身的なと
いうよりは、自分が主体者となって環境を守っていくという、こういう主体者と変
革していくという、そこに次の 0年の教育のポイントを置こう、とこういうこと
を提起されています。
　私の論文のポイント、目玉というのはその 2 つ目と 3 つ目です。つまり、生き方
を見直すということと具体的な行動に踏み出すという、ここのところを、最後の 2
節であげて、先生はどういった新しい提案をされているかと、ここに焦点を当てて
補足してみました。その前の現状を把握というところは、社会学の、私は社会学を
やっておりまして、合理的選択理論、ゲーム理論を解説しておりますけれども、経
済学と問題意識が一致します。そういった立場、議論からすると、社会的ジレンマ
という、いわゆる個人的なレベルの合理的な選択というものが累積して、社会全体
では同じような合理的な結果を目指すかと。そうじゃなくて自分たちが納得してや
った、その結果、社会はとんでもないことに、こういう問題状況が起きている。地
球環境問題というのは、熱帯雨林の減少にしろ、砂漠化にしろ、オゾン層の破壊に
しろ、温暖化にしろ、すべてその社会的ジレンマという、社会学ではそう呼んでい
るんですけれども、そういう構造をもって起こっているんだと。それをどうすれば
解決ができるかということを、いろんな方面から、解決策を提起しているんですけ
れども、全部、限界があるんですね。仏法は、そういった学問の限界を持った解決
策以外にどういうような新しい貢献をしているか、とここが私の論文のポイントな
んですけれども。結局はですね、いまの地球環境問題を深刻化させているのは、現
代社会の持つ欲望の神格化という、そういう風潮にある。資本主義という社会が、
人間の欲望を無制限に煽っている、そういう１つの風潮を作っているんだと。それ
から今日の地球環境問題の原理というのは人々の欲望をどう制御するかというここ
に焦点を当てていかない限り、解決はできないというですね、こういうことは言え
ると思います。
　それで先生は、いま言いました、環境提言の中で、いくつもの見方をして行動に
踏み出している観点から、具体的な提案をされております。生き方を見直すという
点では、992年、第回目の環境サミットに地球環境の保全に向けてという論文を
掲げておりまして、ここで仏法の縁起論の  つである依正不二論を示されておりま
す。教育環境の生き方を見直すための基礎となる新しい自然観が、倫理学の研究を
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されておりまして、人間の煩悩を制御する際の倫理観やライフスタイルを考える上
でもたいへん示唆に富んでいると。これもみなさんぜひ一読していただければと思
います。最初の地球環境サミットの 992年に寄せた論文です。そこで、詳しいこ
とは 32頁、33頁あたりに書いておりますので、依正不二論はみなさんご存知で
すけれども、戸田先生が、これはそういう解釈がされておりますので、一読してい
ただければと思います。
　それから次の具体的な行動に踏み出すという点ですけれども、これは 202年第3
回目のリオ＋20 における地球環境サミットに向けて、その中に具体的なことが提
案されております。これは牧口先生の 40周年を記念して 202年の 6月に緊急提言
という形でなされました。聖教新聞にも大々的に載せられましたけれども、お読み
になりましたかね。非常に重要なので、ちょっと勉強していただければと思います
が、そこで、世界市民を育成するということでそのために 4点あげられていて、行
動に踏み出すことと関係する部分は、自分自身に備わる限りない可能性を引き出す
ためのエンパワーメント、内発的な力、それから自分たちが生活の足場としている
地域において具体的な行動に踏み出していく、一人ひとりが主役となって時代変革
の万波を起こすリーダシップの発揮というこの２つが世界市民を育成するための重
要なプロセスということになっています。この内発的な力を変化させるということ
で、リーダシップの発揮のプロセスというのは、今回新しい 0年の教育、環境教
育の１つの軸になるということで、先生は提言をされております。結局、行動に踏
み出すところでポイントになるのが、変革の担い手をどのように育成するのかとい
う、その行動をいかに持続させるか、この点がポイントになります。これは法華経
で説かれたプロセスというのは、救いを求める側が、人々を苦しみから救うために
行動する場合、ここが重要な視点だと思います。最後の部分、意識変革という点で
すけれども、新しい変革を具体的なプログラムとしては、3点、先生が提案しおり
ます。１つは、硬直化した国連のシステムそのものを変えなければならない。こう
いう視点、上からの改革と、人道的競争という観点からの変革、いま問題にしてお
ります下からの変革、変革の主体者をどう育成して、それをいかに持続可能なもの
にしていくか、この点の、3 つの観点からの具体的な提案をされています。47頁
あたりから、まとめておきましたので、お読みになっていただきたいと思います。
以上です（拍手）。
【司会】ありがとうございました。続きまして、最後に高橋先生よろしくお願いい
たします。
【高橋】みなさんこんばんは（拍手）。前にパワーポイントで映してございますけ
れども、説明していきます。私の声も枯れて、マイクを借りないと声が出ないぐら
いになっていますが聞いて下さい。冒頭に花見部長が元気になるお話と言われたん
ですけれども、たぶん私の話を聞くと、元気がなくなりますので、片耳で聞いてく
ださいね（笑）。私は 5分間で語るっていうのは無理な話なのでポイントだけをざ
っとお話します。みなさんは、おそらくこの論文を何とか読もうと手にされると思
うんですけれども、だいたい 章、2章、読んで終わりなんですよね（笑）。で、ま
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た 節、2節、読んで終わり、とこういうことが続くの
で、思いきって最後まで各節のポイントを述べていき
ますので、興味を持たれたところから読んでいただけ
れば嬉しいなと思います。
　タイトルは、「牧口常三郎先生の“郷土民、国民、世
界民”思想緒論」でございます。この報告のきっかけ
は去年の 9月に、台湾の中国文化大学の劉焜輝という
教授が、人生地理学の中国語の全訳に取り組んでいま
して、その第巻が出ました。牧口先生の人生地理学の
中国語版というのは 907年に一度出ただけで、その後
出ておりませんので、多くの研究者が注目しておりま
す。この翻訳者が、訳者の言葉ということで冒頭に述
べていたんですけれども、地理学の中で、使用される人生の概念は独創性に富んで
いると、人生地理学の中で使っている人生ですね。非常にその概念は独創性に富ん
でいる、とこう述べておりました。私もそのように思います。ここでは人生という
言葉は人間の生き方とかいう意味が込められているとこのように私は、考えまして、
そう考えますと人生地理学緒論に掲載されている郷土民、国民、世界民の概念は人
間の生き方を検討する際に、有益な示唆を与えてくれるのではないかとこう思いま
して、今回報告の目的は、郷土民、国民、世界民の概念が、人間の生き方を含めて
示唆するところはなんなのか、これを考えていきたいと思っております。内容は、
「郷土民、国民、世界民」の概念、それから「美」「利」「善」価値創造論への示唆、
「世界市民」思想への示唆、アイデンティティーの多層化への示唆、ソフト・パワ
ー論への示唆、そして最後は「自他共の幸福」論への示唆、この順番でポイントを
話していきます。
　まず牧口先生は『人生地理学』の緒論の中で、一人の人間は、郷土民、国民、世
界民として位置づけられている。そして、それぞれが次のように自覚することが大
事なのだということで、冒頭に述べておられます。じゃあ世界民としての自覚はな
んなのかと、たとえば子供が生まれて母乳に欠いた際に、日本製は良いものがない
ので外国製の脱脂粉乳で代替をしたと。この脱脂粉乳の原産地であるユラ山麓の牧
童に感謝する。それから今自分が着ている綿衣ですね、インド人が炎天下で、汗水
をふきながら栽培している、そういうことを想起する等、すなわち共感、同苦、慈
悲、感恩ですね、生命は世界につながる、世界を我が家として活動地域とすると、
こういった自覚が世界民に求められると。その際、しかし、偽りの博愛に陥る世界
主義者であってはならないと、牧口先生は述べられております。
　次に、国民としての自覚としては、国が西洋列強から自分自身を守ってくれてい
る。また、国内において自身の自由を認め、生命財産を保護してくれている等々、
まず国に対して恩を感じる。しかしながら、狭隘な国家主義には偏しない、こうい
った自覚。それから、次に郷土民としての自覚ですけれども、この内容は自覚とい
うよりは、郷土は人間に対してどのような力を涵養してくれるか、自然のうちに養
高橋教授
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ってくれるか、この視点でたくさん書いてありました。まず人間は、自身が郷土民、
国民、世界民としての位置づけを理解することによって、立脚点を自覚できる。そ
してさらに、自身の職分を確定できる。そのうえで、世界的な競争、世界の共同生
活を指導することができるんだと。このように、牧口先生は、郷土の持つ不可思議
な勢力に注目をし、なおかつその力に対して感謝を持つべきだと言っております。
　次に、不可思議な勢力の具体的な内容ですけれども、実は郷土においても世界各
地に現れる諸現象は網羅されている。したがって郷土に居ながらにして世界の動向
を理解する洞察力を身に着けていくべきだと。それから自然現象を通して、智力を
養成しようと。それから、家族、友人、隣人、学校等々により涵養された慈愛、好
意、友誼、親切、真摯、質朴等々の高尚なる心情、こういったものが郷土において
身に着けることができる。次にちょっと面白いのが、この郷土の範囲というのが成
長段階、立脚点、縁によってその範囲、自覚が異なってくる。幼児の段階では、幼
児にとっての郷土の範囲というのは自分が住んでいるところ、せいぜい庭くらいで
ある。大きくなって成人に達すると、某県人会の懇親会に参加する、そうすると、
その人は自分自身の出身の県が自分の郷土になる。さらに、海外で同胞に遭遇した
りすると、自分の国を懐かしがる、そして自分の国が郷土になる。この郷土の範囲
は変化するというのが大変興味のあるところだと思います。さらには、牧口先生は、
直接観察できる範囲に、限って議論をしています。それはなぜかといったら、虚妄
の概念に陥らないようにするためであります。
　次に、いわゆる郷土との交渉の中で、人間はいかなる力を身に着けることができ
るかを、整理したものが次になります。牧口先生は、知的交渉、情的交渉、この 2
つに分けて説明をしております。まず知的交渉は、5 つありまして、番目に知覚
的交渉、2番目が利用的交渉、3番目が科学的交渉、4番目が審美的交渉、5番目が
道徳的交渉であります。まず知覚的交渉です。これを通して、智力というものを養
成することができる。それから 2番目、利用的交渉、これは、中身はですね、人間
の生存、生命の維持に有利な事物を利用し、危害を加えるものを排除する力、こう
いうものを養成することができる。それから次に、科学的交渉ですけれども、これ
は因果関係の理を探求して、概念を構成する力、こういうものを身につけることが
できる。それから審美的交渉ですけれども、人間は感覚を刺激、興奮させられ、ま
たそのことによって賞賛をする、そして人間は感動に至る。この時の心情は純潔、
清浄である。そういった状態に達すると、人間は詩を詠じ、歌を歌い、絵を描き、
彫刻と、こういうことをする。それから道徳的交渉ですけれども、これは自然界の
美を賛嘆するということは、それは人間界の善を賛嘆することに等しい。そしてそ
のことは、善という行為によって表現される。
　次に、情的交渉です。内容は 3 つありまして、同情的交渉、公共的交渉、宗教的
交渉です。最初の同情的交渉ですけども、父母、兄弟、友人、隣人によって表現さ
れる喜怒哀楽は、それを通して憐みの心を惹起することができる。それから、公
共的交渉ですけども、これは公徳の基礎を形成することができる。それから 5番目、
宗教的交渉ですけれども、これは人類の歴史やその運命を探求し、その変遷の中に
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秩序や法則を見出すことができると。このような、郷土との関わりでこのような非
常に大きな力を身につけることができる。
　次に行きまして、郷土民、国民、世界民はそれぞれの環境のなかで生きている。
ではそのなかで、どのようにして生きていけばいいのかということで、牧口先生
は次のように言っております。個人間の生存競争の最終形式が人道的競争だと。さ
らに、個人間で適応できるならば、それは国家においてもそれは適応できるはず
で、そのうち国家間においても人道的競争の時代が到来するはずである。したがっ
て、牧口先生はどのようにしていくかという一つの提案として、人道的競争形式を
提起されています。すなわち人道に適うということで、他国を征服するのではなく
て、徳で感化する、こういう人道的形式を提唱されています。この人道的方式の重
点は何かと、一言でいうとそれは他人のためにし、他を益しつつ自己も益する方法、
これが人道的方式の重点である。以上が、牧口先生が述べておられる郷土民、国民、
世界民の概念の大体のお話です。じゃあこの概念がどのような示唆を与えていった
んだろうかと、これをちょっと考えていきたいと思います。
　時間になったようなので、発表内容の項目だけでも紹介しておきます。いわゆる
価値創造論に大きな示唆を与えている。それから創立者の世界市民の思想にも示唆
を与えています。それから、アイデンティティーの多層化という示唆を与えており
ます。それから、もう  つはソフト・パワー論ですね。創立者がこの人道的競争
形式のなかにソフト・パワー論を見出されておりまして、これをもとにして、ご自
身の考えを展開されております。それから最後は、自他共の幸福論にも大きな示唆
を与えております。それではこれで終わります。まだ結びがありました。結びだけ
言って終わります。これを言っておかないと終わらないもので（笑）。では 点目、
郷土民、国民、世界民の概念は、さまざまな示唆を与えているという観点から、一
つの思想として存在すると思います。これだけはお話して終わりたいと思います。
郷土民に関する内容は、一人の人間としての完成を目指す際に、必要不可欠な要素
を示していると思います。また、世界市民の資質を示しているとも言えます。なお、
郷土の範囲は諸要素によって変化しますので、世界を郷土とする郷土民の出現が求
められているというふうに思います。時間が過ぎました。どうもありがとうござい
ました（拍手）。
【司会】それでは質疑応答のコーナーにまいります。5分ほどになります。まずお
近くの係の先生に、質問のある方は用紙を出していただければと思います。最初の
部長のごあいさつの中で、30周年の時はこういう本を出したというお話がありまし
た。これは 30周年のですね。印象的な色の 3巻ですね。これもたぶん今でも販売
されていると思います。そして今回40周年として新しい本が出ました。
　それではお待たせいたしました。たくさんご質問いただきありがとうございます。
お時間の関係で、お一方、一問だけを取り上げていただいて、どうぞご容赦いただ
きたいと思います。では鈎先生からよろしくお願いいたします。
【 鈎
まがり
 】　では一点だけ。何枚もご質問を頂戴しておりますけれども、本の 39頁の
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中で、主体的人間の生き方と「楽観主義」ということを、ちょっと書かせていただ
きました。それで、「楽観主義をどのように身につけるべきか」というご質問を二、
三、頂戴いたしました。さまざまな考え方があると思いますけれども、つい先日の
聖教新聞等でも創価大学の学生に関する記事が出ておりました。そのなかで、「レ
ジリエンス」っていう言葉がよく登場します、聖教新聞にも掲載されておりますし、
一昨年の SGI 提言でしょうか、その中でも、これを創立者が取り上げておりました。
「レジリエンス」という言葉は、一言で申しますと、創価高校の言葉でいいますと
「負けじ魂」ということになると思います。私は「逆境力」という表現で「レジリ
エンス」のことを呼んでおります。この楽観主義の一番骨格にある考え方、あるい
は生き様、これが「レジリエンス」ではないかと思っております。さまざま通教生
の皆さまが、本当に日々の生活の中で、ご苦労される中で、こういう生き方を本当
に身をもって体得をして下さっていますし、また、実践に移されている凄さをしみ
じみ実感しております。そんな意味からも 4頁以降でちょっとその言葉について
取り上げさせていただいた次第でございます。点だけ、他の動物と人間との違い
はなにか、それはこの中でも取り上げさせていただきました、通教生の皆さまにも
象徴されるように、成長欲求があるということ、これはいつもいろんな授業で取り
上げさせていただいております。それから、2点目は、人間と動物の違いは、祈る
力が人間にやはりあるということでございます。そして 3点目は、感謝の心、これ
が他の動物と人間との決定的な違いであると。この 3 つを、本当に日々の生活の中
で兼ね備えてらっしゃるのが私は通教生ではないかと、そういうことも書かせてい
ただいた次第でございます（拍手）。
【司会】　ありがとうございました。続きまして、杉山先生、お願いいたします。
【杉山】　はい。これはすべての先生にということでの質問ですが、「現代の社会情
勢を鑑み、子どもに対する教育は、学校、家庭教育のみでは追いついてないのでは
ないか。また地域活動や地域交流も含めて、地域社会での教育がもっと重視される
べきではないかと思うけれどもどうか」というご質問ですね。全くその通りだと思
います。かつて、農業が主流だったころは、子どもが生まれると、基本的にはもう
その子どもの将来は決まってしまいます。もちろん次男、三男問題もありますけれ
ども、大体、長男が後を継ぎます。そもそも結婚はその後継ぎを生むためにします。
ですから子どもをもうけられないと、嫁の資格なしみたいなことになって簡単に離
婚をされたりしたんですね。つまり、子どもが生まれた瞬間から、親はその子ども
をどう育てるべきか、はっきり見えています。子どもも自分が将来の姿を想像する
ことができ、自分探しなんかなかったと思います。ところがいまは違います。さま
ざまな職業が、しかもほとんど外で働く仕事ですから、お父さんやお母さんが職場
でどんなに頑張っているかなど、子どもは知る由もないんですね。これが基本的に
は家庭の教育力の低下の背景ですね。地域社会も、昔はみんな農業をやっていまし
た。あるいは地域によっては、商いや物づくりをみんなやってました。そして、こ
ういう共同体の中で、職業教育を通して職業道徳が養われ、これが人間の道徳性の
基盤になっていたと思います。それがいまは決定的に弱くなっています。家庭もな
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かなかできません。地域ではもっとできません。地域社会にほとんどの人は期待を
していないというデータもあります。むしろ家族が大事だと思っているんですね。
でもこれは家族がますます弱体化しているがゆえに、何とかそうならないでってい
う、願いにも似たような思いかもしれません。そこで、牧口先生も達観されていま
したが、学校が道徳教育の拠点とならなければならないということを『創価教育学
体系』の中で述べています。家庭もだめ、地域もだめ、そうすると、学校しかない
と思います。でもまずこのご質問にあったように、家庭や学校だけじゃ足りないん
じゃないか、その通りだと思います。じゃあ、どこができるんだというとやっぱり
地域だと思います。地域のつながりはありませんが、人間はいます。ですからこの
地域に、どうやってつながりを取り戻すか、もしこれを取り戻すことができれば、
私は大変な教育の力になると思います。たとえば、創価学会のような一宗教団体が、
地域社会に相当積極的に関わろうとしています。昔と違って、いまは地域に暮らし
ていてもだれも人間関係をつくりに来ませんから、こちらから積極的にいくしかな
いと思います。昔は自然発生的にできあがったコミュニティに教育力がありました。
いまは、町会や子ども会やスポーツ少年クラブ、あるいは各種の NPO など、目的
をもって意図的に作られた集団（アソシエーション）の教育力に期待し、その力を
活用することが大事になると考えます。家庭、学校、そしてこのような意味での地
域集団が協力して子どもたちを積極的に育てていくことが重要になると思いますし、
できると思います（拍手）。
【司会】ありがとうございました。有里先生、お願いいたします。
【有里】いまのご質問と関係する回答になると思うんですけれども、環境教育とい
う観点から、先生は地域を足場にした教育、これが今後ますます重要になるという
ことで 3点、提起されています。 つは、郷土を愛し、大切に思う心を持つような
教育、それから、環境がわれわれに与える恩恵に対する感謝の思いですね、日々行
動に移せるという教育、それから自分たちの世代だけで良しとするのではなく、次
世代に何をわれわれが継がせるのか、今、何を守らなければならないのか、とそう
いうことを自身の課題として、それぞれの地域を足場にして考えていこう、とこう
いう教育ですね。したがって、これはいろんなことが考えられると思いますけれど
も、たとえば、この地域でも、尾熊先生が滝山城址を、地域の重要な文化財として
いろいろな保全・保護活動をされております。それから、里山、そういうところの
保護活動、復活させるような、それぞれみなさんの地域に、それぞれの財産という
ものがあるわけですね。そういうものを、共に考えて、自分たちの環境への感謝の
思いを共有していけるような、そういう教育が、いま言っていた学校と家庭以外と
して、環境教育として重要な役割を果たしていくと思います（拍手）。
【司会】ありがとうございました。最後に高橋先生、お願いいたします。
【高橋】今日はこのテーマで発表させてもらってよかったと思うことが  つありま
す。それは、先ほど杉山先生も有里先生も、お話の中に地域という言葉が何十回も
出てきました。これはすなわち牧口先生のおっしゃる郷土、また郷土民の自覚、そ
れから郷土では人間がどのような力を涵養してもらえるか、とこういうふうにつな
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がってくるんだなあ、と今しみじみ思っています。よく地域、地域という言葉を使
うんですけれども、では地域と人間はどういう関係があるんだろうかと。こういっ
たときに、牧口先生の郷土、郷土民、この辺の内容がとても重要になってくるので
はないかというふうに思います。ご質問がいくつかありましたね、番目は、「『人
生地理学』の現代語訳はないのか」という質問です。それは私も望んでいるのです
けれども、今後できたら現代語訳をやりたいですね、また出せたらいいなと思って
おります。2番目がですね、「郷土愛を高めるには何が必要ですか」とこういう話
なんですけれども、私は、今回このテーマで発表して、本当に郷土が、地域が大好
きになりました。というのは、みなさんのお手元にある本の 236頁のところに、郷
土にて養成される力というところがあります。人間と郷土と、今でいえば地域と人
間のこの交流の中で、一体どのような力を身につけることができるのかということ
です。本当にこの 236 ～ 237頁にですね、細かく書いてあります。涵養というのは、
自然のうちに養うこと、そういう意味があります。自然と力をつけていく、こう考
えたときに、地域をもっともっと大事にしなきゃいけないな、と地域に対する思い
が変わってきました。ですから答えとしては、 つは地域と人間の関係、その交流
の中で、牧口先生は「交渉」とおっしゃってますけれども、どういう力がついてく
るのかということを、再度検討することによって、さらに地域への関心が深まって
くると思います。それから 239頁のところに、世界市民思想への示唆というところ
があるんですけれども、創立者の世界市民の条件、 つに勇気の人、2 つに知恵の
人、3 つに慈悲の人。それから国際人としての条件として、 つに人間として立派
な人格、2 つに友情を結び、友情を拡大すること。こういった力は、よく考えてみ
たら、今回、じっくり読んでもらえればいいんですけれど、ここで気が付いたのは、
こういった世界市民の条件、国際人の条件はですね、よく考えてみたらそれは郷土
において涵養された、高尚な心情を身につけるっていうことが、それらにつながっ
ていくな、と私でも実感できましたので、郷土愛を高めるためにですね、再度、牧
口先生のこの哲学を、この本などを読んでもらって、郷土の、人間を変える、大き
な大きな力、人間が郷土を通して何を身につけていけるのか、こういったところを
再検討していけば、郷土愛を高める何かが見つかるのではないかと思います。以上
です（拍手）。
【司会】ありがとうございました。質問をたくさん頂戴いたしまして、大変にあり
がとうございます。お時間になりますので、ご容赦いただきたいと思います。それ
では以上をもちまして、シンポジウムを閉会したいと思います。みなさまありがと
うございました。以上をもちまして終了いたします（拍手）。
（掲載にあたり、各登壇者により加筆修正をいただきました。）
創価大学通信教育部開設40周年記念シンポジウム
― 53 ―
シンポジウム風景
通信教育部論集　第20号　（2017年８月）
― 54 ―
創価大学通信教育部開設40周年出版
『池田思想研究の新しき潮流』
206年、第三文明社、270頁
目次
はしがき　「人間教育の世界的拠点」の一翼として　花見常幸
〈第部　教育思想の革新〉
第章　創大通教と池田大作の人間教育　鈎　治雄
第2章　「人間教育」の理念と「創造的人間」　杉山由紀男
第3章　ブロンズ像の指針―『創立者の語らい』の箴言的解読―　坂本幹雄
第4章　池田思想に基づく環境教育の新展開　有里典三
〈第2部　人間学の探究〉
第5章　価値を創出する仏法原理　劉　継生
第6章　ポジティブ心理学におけるウェルビーイング理論の展開と池田思想におけ
る幸福観　吉川成司
第7章　池田大作の女性観―「平和の文化」の担い手―　栗原淑江
第8章　牧口常三郎の「郷土民、国民、世界民」思想緒論　高橋　強
あとがき　Start From the 40th Anniversary ―池田思想研究の旅再び―　坂本幹雄
索引
40周年記念出版
